
11月は児童虐待防止推進月間です！

オレンジリボンキャンペーンの取組み

●オレンジライトアップ

・ 天保山大観覧車 ・オオサカホイール ・ ドーンセンター

・ 岸和田城 ・ 太陽の塔 ・ フェニックス・モザイク「糸車の幻想」

●ガンバ大阪、大阪ラヴィッツとの
連携による広報啓発

・ 連携ポスターを大阪モノレール各駅、

府内市町村等に掲示

・ 広報啓発動画を大阪府公式

YouTubeにて放映

・ 試合会場での広報啓発活動

●デジタルサイネージによる広報啓発

►京阪電車 一部車両内等

►株式会社ハークスレイ 本社屋上

►日本生命保険相互会社

本社地下（淀屋橋）・ライフプラザ本店１階入口横

◆ひとりでも多くの府民に、児童虐待防止に関心を持っていただき、児童虐待の未然防止や早期発見につなげる、

「オレンジリボンキャンペーン」を、市町村や関係・協力団体と連携しながら、オール大阪で実施

詳しくは、府HPをご覧ください

大阪府 オレンジリボンキャンペーン 🔍

●自動販売機による広報啓発

►万博記念公園内設置の

KIRINの自動販売機の

広告窓へ広報パネルを掲載

▲広報啓発パネル

▲連携ポスター

児童虐待かもと思ったら、「１８９（いちはやく）」（児童相談所虐待対応ダイヤル）に、ためらわずにお電話ください

フリップ①



◆ 府では10月30日に「大阪府インターネット上の誹謗中傷や差別等の人権侵害のない社会づくり条例」を改正

府民が被害者にも加害者にもならないよう、より実効性のある取組みを総合的に推進

◆ ついては、11月を「インターネット上の人権侵害解消推進月間」とし、専門相談窓口の開設、教育・啓発事業に取り組む

インターネット上の人権侵害解消推進月間の取組み

大阪府インターネット誹謗中傷・トラブル相談窓口「ネットハーモニー」

電話番号 ０６－６７６０－４０１３

誹謗中傷が書き込まれた。

相談先がわからなく
て困っている。ネットで人権を侵害された。

差別と思われる表現
がある。

相談日時 LINE・電話 ※祝日・年末年始を除く
月曜日から土曜日
第2日曜日

メール・FAX・手紙
常時受付

面接・弁護士等専門家への無料相談
LINE、電話等にて事前予約

16時 ～ 22時
13時 ～ １８時

対象 大阪府内に在住、在勤、在学
されている方やその親族の方等

〇 インターネット上の誹謗中傷やトラブルに特化した、府内初の専門相談窓口を開設。１１月６日16時から相談を開始

LINE
メール、手紙、面接での
相談はポータルサイトへ

FAX番号 ０６－６７６０－４０１4

フリップ②

相談はLINE、電話などで簡単にできます！ ひとりで悩まず、ご相談ください！！



人権ポータルサイト「ゆまにてなにわＷＥＢ」の開設

インターネット上の人権侵害解消推進月間の取組み

開設日

デジタルサイネージによる啓発動画・画像の放映

期間・場所 ① 11月6日（月）～12日（日）
阪急梅田エントランスビジョン

② 11月13日（月）～19日（日）
天王寺駅東口マルチビジョン

③ 11月20日（月）～26日（日）
EDION VISIONなんば 11月１日（水）

インターネット上の人権侵害をはじめ、様々な人権問題についての
情報を一元的に提供するポータルサイトを開設します！
人権に関する情報を課題ごとにまとめましたので、必要な情報を
見つけやすくなりました！
是非、ご活用ください！！

上記の他、包括連携協定締結企業の協力により、
啓発画像を企業保有サイネージや府内の店舗で放映します。

情報を見つけやすくなりました！

企業等と連携した教育・啓発活動の実施

11月１日（水）～30日（木）
大阪メトロ全駅 (１３３駅)

11月１日（水）～30日（木）
イオンモール大阪ドームシティ
フードコート

リーフレット
期間・場所

① インターネット・リテラシーの向上や人権意識の高揚を図るため、
幅広い世代に向けた研修用教材を作成し、府HPへ掲載します。
順次、関係団体等へ配布していきます。

シール
期間・場所

② 啓発リーフレットの配架、啓発シールの貼付。

啓発シール ９月１日（金）～１２月３１日（日）実施期間

媒体 X(旧Twitter）、 YouTube、LINE 
Yahoo！検索、Google検索

対象 大阪府域
※端末の位置情報、IPアドレス等により判断

ターゲティング広告の実施

誹謗中傷や差別に関するキーワードを投稿・検索した利用者に、
注意を呼びかけるメッセージを表示。
情報モラルの向上やインターネットを扱う上での危険性につい

て学べる啓発ページに誘導します。

フリップ③

インターネット上の人権侵害解消のため、啓発動画を放映します！



日時 11月６日（月）11時00分～16時00分

場所 災害対策本部会議室／和泉市役所

概要 午前：災害対策本部会議運営訓練

府の初動体制の確認 等

午後：事務局運営訓練

救助機関等との連携 等

日時 11月５日（日）10時30分～11時00分

場所 和泉市立富秋中学校

概要 和泉市が実施する「地域防災訓練」内で実施

中学校内でＪアラートを放送し、

会場内で市民が避難行動を実施

弾道ミサイル対応訓練について
◆ 度重なる北朝鮮による弾道ミサイル発射を踏まえ、万が一の備えが必要
◆ 令和４年１月から現時点まで、弾道ミサイルを48回にわたり発射。うち、５回でＪアラート が発動
◆ 国が令和５年５月に発出した「破壊措置命令」は現在も継続中
◆ このたび、府として初となる、弾道ミサイル着弾を想定した訓練を実施

Jアラートを通じて緊急情報が流れた時は、速やかに避難するとともに身を守る行動を

屋外 【爆風や破片などを避ける】

近くの建物の中
（できれば頑丈な建物）

または地下へ

逃げる

【爆風で割れた
窓ガラスなどを避ける】

窓から離れる
または

窓がない部屋へ

屋内

離れる伏せる

近くに建物がない場合

物陰に身を隠すまたは
地面に伏せ頭部を守る

【もずやん出演動画】

■弾道ミサイル着弾訓練 ■住民避難訓練

もずやん ミサイル🔍

フリップ④

※ Ｊアラートは、ミサイルが日本の領土・領海への落下や上空通過の可能性がある場合に発出される緊急情報です

※



主 催 OSAKA KOUMIN Action Platform 共 催 大阪府

協 賛 株式会社アカカベ、三和シヤッター工業株式会社、明治安田生命保険相互会社、株式会社ECC、京阪神ビルディング株式会社

コンピューターマネージメント株式会社、サムティ株式会社、シークス株式会社、GLION GROUP、株式会社スギ薬局

中央自動車工業株式会社、日産大阪販売株式会社

後 援 外務省、関西SDGｓプラットフォーム、公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会、一般社団法人日本経済団体連合会、府内市町村43市町村

“OSAKA子どもの夢”応援事業 ～第４回 SDGs ギネス世界記録™チャレンジ～

◆ 子どもたちの成功体験の機会を創出し、「やり抜く力」を養うことで、子どもたちの夢を応援する、
“OSAKA子どもの夢”応援事業 SDGs ギネス世界記録™チャレンジを開催！

◆ 第４回のテーマは 「健康」。 公民連携を通じたSDGs達成への取組みを推進するとともに、
２０２５年大阪・関西万博の機運醸成を図っていく

チャレンジにむけて
練習しよう!

ワシのポーズ
（イメージ）

足をつかないように

がんばって！

イベント概要

● 日 時 令和６年１月20日（土）14時～15時30分

● 募集人数 450名
※ 2025年大阪・関西万博開幕までのカウントダウンにちなんだ人数

● 申込期間 令和５年11月1日 ～ 定員になり次第締切

１分間耐久チャレンジ ～ワシのポーズでギネス世界記録™に挑戦～

記録名：オンラインで同時にヨガのワシのポーズをとった最多人数

（Most people performing the eagle pose(yoga)online simultaneously）

挑戦内容

● 参加対象 小学１年生から中学３年生

● 参加形式 オンライン（Zoom）

● 申込方法 公式LINEから申込み
または学校等の団体参加当日はYouTubeでライブ配信します（後日アーカイブ配信）

フリップ⑤



ヘルシー・シティ・パートナーシップへの参画について

ブルームバーグ・フィランソロピーズ 世界保健機関（WHO） バイタル・ストラテジーズ

非感染性疾患（NCD）や外傷の予防によって命を救うことを目的として、2017年に

ブルームバーグ・フィランソロピーズ、世界保健機関（WHO）及びバイタル・ストラテジーズによりスタート。

世界の70都市（ロンドン、バンコク、カイロ 等）からなる国際的ネットワーク。

参画都市が選択した公衆衛生等の支援項目に対する財政支援や専門家による助言を提供。

出典：各機関HP
非感染性疾患（NCD）とは

心血管疾患、がん、慢性呼吸器疾患、糖尿病などに代表される
慢性疾患。

喫煙、運動不足、アルコールの有害な摂取、不健康な食生活、
大気汚染などは、NCDによる死亡リスクを増大させる。

出典：WHOファクトシート 出典：Partnership for Healthy Cities HP

非感染性疾患（ N C D ） と外傷は

全世界の死因の 8 0 % を 占め る

ヘルシー・シティ・パートナーシップ （Partnership for Healthy Cities） とは

フリップ⑥

◆ 府は「がん対策」のテーマでヘルシー・シティ・パートナーシップに参画することとしました



ヘルシー・シティ・パートナーシップへの参画について
◆ 府はネットワーク都市とともに、「がん対策」を推進し、世界のがん対策の取組みに貢献します

大阪府は「がんによる死亡」を減少させるため、検診によるがんの早期発見・早期治療の取組み等を推進

取組み・課題 参画による効果

（国際貢献）

・「大阪がん登録データ」の分析内容を

公開することで、パートナーシップに参画する

他都市の治療水準の向上

・膵がんを始めとする難治性がんの高い

治療実績を誇る大阪から、高度先進医療に関する

最新の治療情報を発信

（府の取組みの発展）

・先進的な他都市の知見を府に共有いただく
ことで、府の取組みのさらなる発展及び

世界のがん対策の取組みに貢献

がんを早期に発見し、適切な治療につなげるため

・国に先駆けて「大阪がん登録データ」を蓄積し、

罹患率、受療状況、生存率等のデータ分析により

がん医療の評価やがん治療の向上に寄与

〔課題〕 さらなるがん治療の成績向上

・がん検診受診率を向上させる取組み

〔課題〕 本府の検診受診率は低位

ヘルシー・シティ・パートナーシップへの参画について フリップ⑦


